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　〔内容抄録〕　「美女と野獣」を昔話との関係において考える。民俗学における昔話研究の成果

をできるだけ参照しつつ，トンプソンやドラリュのタイプ索引を使用して，「美女と野獣」が昔

話の体系の中でどのように位置づけられるか，また昔話の基本構造との関係はどのようなもので

あるかについて，少し大きな枠組「行方知れずの夫を探ねて」の中で類話を読み，そこから浮び

上る主要テーマ，特に獣を中心にその象徴的意味について若干の考察を試みるものである。

　「美女と野獣」について1．and　P．オー・・一・ピー

は，「シンデレラにっいで最も象徴的なフェア

リー・テールであり，最も知的満足を与える，

世界的拡がりをもつ異類婚姻課の最良の例」と

書いている1）。

　全世界にわたり広く知られているこの話は，

いうまでもなく口承の昔話に由来している。

「昔話」は，folktale，　conte　populaire，　Volks・

marchen等に相当する用語として，現在では

民間説話，民話等に代って民俗学界で用いられ

ている2）ので，本稿でもできるだけこの用語を

当てることにする。昔話の学問研究をすすめる

には，世界各地で採録された話について，植物

学が万国共通の分類法によってなしとげた分類

に匹敵するような，科学的分類目録の作成が不

可欠となる。『シンデレラ』の東洋における姉

妹『鉢かづき』の例を挙げるまでもなく，異な

る民族間にみられる昔話の不思議な類似性はし

ぼしぼ私達を驚かせ，人類文化の根源への興味

をかきたてる。スティス・トンプソンは，昔話

の「研究者が特定の地域の民俗の重要性を過大

視し，ごくわずかの人間の特別な表現の習慣を

根拠に，包括的な理論をつくりあげたりするよ

うな偏狭な地方根性を避けることができるのは，

自分の研究対象が，本質的に世界的な視野を前

提とするという認識に達し得た時のみなのであ

る。」3）といい，包括的な分類について知る必要

を説いている。昔話研究における分類目録の作

成は，出発点であると同時に一つの到達点でも

あるといわれるが，その輝かしい到達点の一つ

が，アンチ・アアルネにより始められ，トンプ

ソンの改定を経て，2人の名を冠して呼ぼれる

タイプインデックスである4）。この指標的な国

際分類のあと，各国別の分類目録がつぎつぎに

作成されている。日本については関敬吾氏の名

著r日本昔話集成』全6巻および「日本＝アジ

ア地域の昔話の平行関係」　（未定稿）の目録を

含む『日本の昔話』がある5）。本稿ではフラン

ス及びフランス語圏諸国を対象とし，ポール・

ドラリュ，及び彼の死後衣鉢を継いだマリ・ル

イーズ・トウネーズの2人の手に成る『フラソ

ス昔話目録』第2巻6）を主として参照した。こ

れは現在3巻まで出ており，既に1600頁にのぼ

るE大な目録であるが，更にあと2巻の刊行が

＊フラソス語研究室

一11一



東京家政大学研究紀要第18集

予定されている。分類の基本的考えはトンプソ

ンの国際分類にもとついており，番号もタイト

ルも（タイトルについては可能な限り）踏襲し

ている。各タイプの昔話について代表的な例を

未刊筆稿や，入手し難い昔話集から選んで掲載

しているのが特徴で，この点『日本昔話集成』

に似て民俗学の門外漢でも楽しみながら利用で

きる目録となっている。

　アモールとプシケーの物語　『シンデレラ』

が『ろぽの皮』と共に「灰かぶりサークル」に

入るように，すこし大きな分類によれぽ，r美

女と野獣』は「アモールとプシケー型」に含ま

れる。スヴァーンはこの型のモノグラフィ研

究7）で，全世界から1100の類話を収集し分類し

ているというし，『フランス昔話目録』の中で

も，このタイプは一一一es多くの分布を持ち，フラ

ンス国内だけで122話が登録されている。

　文献に残された最古のものは，よく知られる

ように紀元2世紀ラテソの作家アプレイウスの

『変身謳』（別名黄金のろば）に挿入された『ク

ピドー一とプシケーの物語』であるが，この物語

もギリシャに伝わる昔話がもとになっていると

いわれる。

　「むかし或る国に王様とお妃とがおいでにな

って……」8）と老婆が語り出す，昔話の形式を

ふまえたプシケーの物語をまとめてみるとこう

である。

　3人の姫の中で一番若く美しいプシケーは，

美の神ヴエヌスの嫉妬をあおる。ヴエヌスは息

子のクピドをさし向け，プシケーが最も卑しい

人間と恋におちいるようにせよと命ずる。クピ

ドは母を裏切り，昼は魔物の姿になると思わせ

て姿を消し，夜だけプシケーを訪れる。しかし，

プシケーは姉達にそそのかされて，禁を犯し夫

の姿を見たため，怒ったクピドは飛び去ってし

まう。長い困難な試練を通り抜けたあとで，よ

うやく彼女は夫と再会することができる。

　『昔話論』9）の中でユエは，この物語の前半

は「美女と野獣」に相当するが，後半は「若い

娘と魔女」のテーマであることを指摘している。

「美女と野獣」に共通するモチーフは次の通り

である。

　美しい娘が動物の妻にさせられる一多くの話

でその動物は蛇である一夫は夜人間の姿になる

一若い妻は宮殿で何一つ不自由ない生活を送る

が一夫の姿を見ようとしてはならない一この禁

を犯した時すべては崩れさり一夫は消え一試練

のあとでなければ夫に再会できない。

　「若い娘と魔女」というのは，魔女の権力下

におかれた娘がさまざまな難題を課されるが，

魔女の息子が援助者となって娘を助けるという

話で，難題の一つに，別の魔女に娘を送って殺

させようとするのがある。プシケーがヴェヌス

によって冥王の妃プロセルピナのもとへ送られ

るところと共通している。またこの話の結末に

は，ヒロインが燃える松明を持たされるモチー

フが入っている。

　『ATタイプインデックス』によると，　「ア

モールとプシケー型」は425型と428型に分類さ

れる。428型は「狼」というタイトルを持ち，

魔女に仕える娘が不可能な難題をつぎつぎに課

せられ，しかも別の魔女にこの娘を殺せと指示

した手紙1°）を運ぶ試練まである。狼が援助者と

なり娘を逃がし，魔法がとけて狼は王子となっ

て娘と結婚するという話である。前記ユエの

「若い娘と魔女」はこの型に入る。

　425型は「行方知れずの夫を探ねて」という

タイトルを持ち，14のサブタイプに分かれてい

る。全体に共通するエピソードは，1異類聾，

皿変身の魔法がとける，皿夫が消える，IV夫を

探ねる，V夫と再会，でそれぞれモチーフによ

って細かに分かれるが，サブタイプcr美女と

野獣」では，N夫を探ねるエピソードの欠落が

特徴である。スヴァーンによれば，「425A型

はこの話の最古の形を持ち，＜直接，或いは間

接に他のすべてのサブタイプがそこへ湖ること

のできる唯一の型＞11）であるといい，このタイ

プの昔話がすべてアプレイウスの『変身課』に

よるという先行の研究を批判し，『変身課』の
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「プシケー物語」も425A型の文芸化された一

つに他ならず，口承では不可欠の，燃える松明

のモチーフの欠落を指摘している。また『AT

タイプィンデックス』による428型は425Aに含

み得るとして独立番号をつけていない。」12）

　異類聾の昔話の代表的タイプともいい得る，

この425A型を文献伝承の例にみると，バジー
　　　　　　　　　　　フレイム・スF－リ－
レの『ペソタメロ・”一ネ』の枠　話や，第5

日第4話の『金の根っこ』，グリム童話集の『鉄

のストーブ』，オーノワ夫人の『グラシウズと

ペルシネ』，『緑の蛇』などがある。

　『ペンタメローネ』13）では枠話が先づこのタ

イプの特徴モチーフをi持っている。

　老女を嘲笑したため呪いをかけられた王女は，

魔法にかけられて墓に埋められた王子を探し，

生き返らせて夫としなけれぽならない。彼女は

親切な妖精の贈物である胡桃と栗と榛の実を持

って出かけるが，居眠りをしたため黒人の女奴

隷に，もう少しのところまで涙をためた桶を横

取りされる。3つの贈物を使って王妃になった

女の気をひき，話をききたい気分にさせる。5

日間にわたり女たちが10話ずつ話をさせられる

が，最後に王女が話手となり，王妃の悪だくみ

を暴いてめでたく王子と結ばれる。

　話数の多いことからみても世界の昔話の中で

重要な位置を占めるこの425型は，何故か日本

の昔話にみることが少ない。その理由を考えて

みるのも興味深い研究テーマであろう。関氏は

「わが伝承でこれと一致するものは少ない」14）

とされ，『お伽草子』の『天稚彦物語』がこれ

に近い例と指摘しておられる。日本の蛇聾，猿

聾，馬聾等の昔話には，本来動物であるものが

人間の姿をして娘と結婚し，娘は親の助言等に

より動物の夫を殺して難を逃れるというテーマ

が共通している。「アモールとプシケー型」と

呼ばれる西欧の美女と野獣諦とは本質的に異な

っているが，結婚によって動物から人間に変身

するというモチー一一一フに限れぽ，ややタイプを異

にする『田螺息子』の話にこれをみることがで

きる。

　これに比べ，隣りの韓国には425型の特徴を

ほぼ備えたr青大将聾』の話15）が伝わっている。

　昔話の基本要素　昔話には一定の構造があり，

その構造を理解することが大事であるが，トソ

プソンやドラリュの分類における考え方は次の

三段構造をとっている。いわゆる複合形式をi持

つ本格昔話の場合，一つの昔話はいくつかの挿

話で構成され，その挿話は一つまたは複数のモ

チーフ群から成り立っている。従ってこのモチ

ーフが昔話を構成する基本要素となるのである。

425型は複合昔話の中でも特に複雑なので，類

話を読む前に『フランス昔話目録』をもとに，

本稿で言及する425型の基本モチーフを表にし

てみよう。16）

1　導入モチーフ群

　1異類鐸が魔法にかけられた原因となる話。

　　悪い妖精の結婚申込を断わったため。

　7彼は泉か井戸に住む。

　8結婚の約束と交換に娘の父を治す約束。

11町へ行く父親が娘達に土産の希望をきく。

　　a末娘は1本のバラ，または

　　b非常に変ったものを頼む

28父は帰宅後最初に出会うもの（＝娘）を約

　　束する。

皿超自然の夫（異類聾）

　1熊　2犬　3蛇　5狼　6野獣または怪物

皿結婚　5親元へ帰る許可

IV禁忌にふれる

　1明りのもとで夫を見てはならぬ。　（ヒロイ

　　ソは禁を破りラソプの油を夫にかける）

　3夫の動物の皮を燃してはならぬ

　4期限を過ぎて親元に留まってはいけない

V夫を探す遍歴

　1次の条件を満たすまで夫に再会できない

　　a何足かの（鉄の）靴をすりへらすまで

　　b涙で桶を一杯にするまで

　2別れる際夫から品物を受けとる

　4遍歴の途中ヒロインは
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　　aガラスの山を越えねばならない

　　b湖または川を越えねぽならない

　6夫のいる場所への道を尋ねる

　　a老婆に　b太陽。月・星・風などに

　　dさまざまな動物の主人格のものに　9妖

　　　精に

　7ヒロインは変装して出かける

W再会（モチーフによりサブタイプに分類）

　サブタイプA（425A）

　3難i題

　　b大量の穀物を選り分ける

　　c大量の羽を集めさせられる

　　j掃除などさまざまな家事をこなす

　　1難題を非常に短い時間にさせられる

　4夫の援助がある

　5別の悪い妖精へ使いにやらされる

　6そこで，a宝石を探しに行く　b箱を探し

　　に行く　d殺せという依頼の手紙を渡す

　7途中出会う人間や動物に対し，帰途殺され

　　ぬよう定まったやり方で遇すること

　　a職人には欠けている道具を与える

　　c動物には餌をやる

　　jドアには油をさす，又は閉める

　9帰途悪い妖精から持ち帰った箱をあける

　　a楽師や楽器がとび出して演奏はじめる

10夫と魔女（又はその娘）との結婚式で蠣燭又

　は松明をもたされる

　b松明を持つ者に魔法がかけられる

　c夫が持ち手を入れかえヒロインを救う

サブタイプB（425B）

1遍歴の途中援助者（V6）から3つのすて

　きな贈物を貰う

　cすばらしい服を　d太陽と月と星の色の

　ドレスを　e金の鶏とひよこを　9上記の

　品の入った3つの胡桃，3つの卵を

2この宝物で3晩夫と同室する権利を買う

　新しい婚約者（魔女）に夫は眠薬を飲まさ

　れるが3晩目に自分の妻と再会する

サブタイプC（425C）

1親元から帰り死にかけている夫を発見する。

　2次の方法で甦らせ魔法をとく

　　c生き返るなら結婚すると約束する

W結尾のモチーフ

　7悪い妖精から逃げる

　8意地悪な姉達は石像になる

　類話およびその基本形式　この表を使いなが

ら，比較的形の整った代表例となっている口承

の話，フランスのアリエージュ地方に伝わる

『クー一ルバッセ』（小さな鴉）17）を読んでみよ

う。

　昔，3人の娘を持つ盲目の父がいた。或る日，

上の娘が泉に（17）水を汲みに行くと一羽の

鴉（皿）に出会った。鴉は父親の視力を回復さ

せたいなら自分と結婚せよ，という（18）。

末娘が父親のため鴉との結婚を承諾する。夜，

鶉は王子に変身する。家に戻った（皿5）末娘

から話を聞いた姉達は嫉妬に狂い，宮殿に忍び

込んで鴉の羽に蠣燭の熱い蝋を流す（】V3）。

王子と娘は離れぽなれに遠くへ行って苦業に耐

えることになるが，別れぎわに王子は娘に，
　ク－ルバツセ　　　　ク－ルノくツセ

「小さな鴉，小さな鴉，どうぞ私を助けておく

れ」という呪文を教え，7個のパソ，大きな箒

7本，小さな箒7本，針7本，油の壕7本を持

って行くようにいう（V2）。2日間娘は宮殿

に残り，1日目は50台の荷車に堆肥を積み（W

A31），次の日は積んだ堆肥を全部撤く難題

を課されるが，呪文で鴉たちの援助（V［A4）を

得，解決する。娘はダイヤモンドを探しに出発

する（V［A5，6a）。途中1片のパソをめぐっ

て7年間も争っている7匹の犬に出会いパンを

与え（V［A7c），1本の箒をめぐって7年間

も争っている7人の女達に箒を与え，1本の針

をめぐって7年間も争っている7人の仕立屋に

針を与え（V［A7a）大きな階段に着く。7年

間も掃除されなかった階段を掃き，7年間も油

をさされなかった扉に油をさし（V［A7j），そ

れを7回くり返してから，王子の祖母の寝てい

る部屋に入る。ダイヤモンドを持って部屋を出

ようとするとき，眼をさました王子の祖母が，
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「扉よ扉よ，あの女を止めておくれ」と叫ぶが，

7年間の苦労から解放してくれた娘を，誰もつ

かまえようとはしない。王子の城に帰りついた

娘は夫選びのテストを受ける。かねて教わった

通りに一番ポロの服を着た男を選び，めでたく

王子と結婚する。「私は牧場を通った。トリッ

ク，トラック，私の話はこれでおしまい。」で，

この話は結ばれる。

　この話にもV［　A10松明のモチt・一一・フが欠けてい

るが，そもそもこのタイプはフランスに8話し

か伝えられておらず，『クールバッセ』も同一

の語り手から2度にわたって採録し完全な形に

組み立てた，とドラリュは断わっている。

　『金の根っこ』（ll　cePPo　d’oro）は7人の糸

紡ぎ女に出合う難題等，後半の遍歴，再会エピ

ソードにおいてこの話と共通モチーフを持って

いる。［Vla，6gVIA1悪い妖精の家へ行く，
3b，　c，4，5，61），　d，7c，　d，9a，10　b］

　フランスの昔話モチーフ索引を使ってパジー

レやグリムを読むのは適当でないかもしれない

が，比較のため前記の表に当てはめてグリムの

『鉄のストーブ』を読んでみると次の通りであ

る。1魔法にかかった男が娘に結婚を申し込む。

皿鉄のストーブ，皿5，N3語以上口をきいて

はならぬ，V4a，b，V［B援助者のばあさん墓

V6dから，19と3本の針と車翠の車の輪を

一つ貰う，V［B2。

　世界的にも，フランスの場合（54話）でも，

一番類話の分布が多く，国際分類のタイトル

「行方知れずの夫を探ねて」に最も合致してい

るのが425B型で，特徴はヒロインが遍歴の途

中援助者から魔法の品を貰い，それで夫の再婚

した相手から，3晩夫と同室する権利を買いと

るモチーフであるとドラリュは解説している18）。

　『ペンタメローネ』第5日第3話『ピント・

スマルト』（Pinto　Smalto）セこもサブタイプBの

特徴がある。111b砂糖，アーモンド，香水，

塵香，貌珀，真珠，ルビー，サファイア，金の

糸，こね鉢，銀のこて等を土産に頼み，皿アー

モソドと砂糖をこねてペーストを作り，またと

ない美青年を作り上げ，生命を吹き込む。結婚

式に訪れた女王がこの美しい夫ピント・スマル

トを連れ去る。皿結婚N禁忌なし。V6g，

7VIB13つの呪文，2。
　次に重要なサブタイプCが『美女と野獣』で

ある。ヨーロッパ中に拡がりを持つ美女と野獣

諌は，ボーモン夫人の筆による物語から派生し

たものが多く，その伝播には16世紀から始まり，

19世紀中頃に流行をみた，行商人の手で売られ

るく青いろ叢書＞19）が大いに貢献したらしい。

ボーモン夫人の作品が先行のヴィルヌーヴ夫人

の長い物語を縮めたものであることは前に述べ

た2°）が，この作品もオーノワ夫人の『羊』21）に

多くのエレメントを借りているといわれる。

『羊』のあらすじは次の通りでてる。

　むかし3人の娘を持つ王がいた。戦いから帰

った王は，娘達に前夜みた夢を語らせる。一番

愛していた末娘メルヴェイユー一ズのみた夢は，

2番目の姉の結婚式に，王が金の水差しをさし

出して，手を洗う手伝いをするという夢だった。

威厳を傷つけられ怒った王は，末娘を森へ連れ

て行き殺せと家来に命ずる。彼女はそこで金の

角を生やし花輪を首にかけた白い羊に会う。地

下の宮殿に案内された王女は，何一つ不自由な

い暮しを保証される。羊から魔法にかかって変

身した由来をきく。2度目に姉の結婚式のため

帰った時，扉が全部しまっていて羊の宮殿に戻

れない。約束の期限がきて羊は迎えに行くが，

門番に追われ，悲しみのあまり身を投げて死ぬ。

　この物語には夢のモチーフもあり，王子が羊

のまま死んで変身が行なわれず完形謳とはなっ

ていない。花輪をつけた白い羊は，異類聾とし

ては優しすぎて野獣の持つべき象徴性が弱く，

美女と野獣諏の中でも特異な存在であり，これ

を劣った話22）とする学者もある。しかし『羊』

でおもしろいのは，宮殿が地下にあることで，

この点『プシケー』に一番近く，「異類婚姻の

昔話にとっては，他界のありかが，いつも大き

な問題となる」23）という『七夕』についての大

島氏の指摘もあり，r鼠の草子』の地底の浄土

一15一



東京家政大学研究紀要第18集

などとも関連して考えてみるべきテーマである。

この他，『金の根っこ』においても，ヒロイン

が根っこを掘って地下の宮殿に降り，雷と稲妻

の精が変身している黒人奴隷に出合うモチーフ

がある。また異類聾の仲間に登録されてはいな

いが，ペローの，人間の形を持つとは思えぬほ

ど醜い猿のような男『巻き毛のリケ』も，その

宮殿を地下に持っている。更に，ペローより一

年前に書かれたベルナール嬢の『リケ』は，も

っとはっきり怪物に似た異形で，地下王国の精

グノーム（gnomme）である。

　オーノワ夫人の『羊』は前述の基本形式によ

れば，1夢のため森へ追放，皿羊，11，III　5

】V4となる。ヴィルヌー一ヴ夫人の『美女と野獣』

は，111a，　II　6，　III　5，　IV　4　VI　C－1　cf．2c，11。

ボーモン夫人のそれは，111a，　II　6，　III　5，　IV　4，

VI　C－1，2c，　VII　8である。『フランス昔話目

録』では完全課が26話，サブタイプBとの混合

4話，その他7話で，r美女と野獣』の題を持

つものが一番多く，ついで『バラ』であるが，

変ったものでは『馬の頭』，『7つの頭をもつ野
　　　　　　　　　　　　　　ノくンジヤミ　ヌ
獣』，『娘とロバ』，『蛇とバラ』，『末娘』などが

ある。これら口承の昔話に圧倒的に多くみられ

るモチーフの構成は111a，　II　6，　III　5，　IV　4，

VIC－1，2cであり，いつれもV夫を探す遍歴

エピソードが欠落している。

　『ATタイプインデックス』では美女と野獣

課（425C）に入っているグリムの『なきながら

ぴょんぴょん跳ぶひばり』はモチーフに分けて

読んでみると次のようである。111bIIライナ

ン128，III　5，　IV光に当って夫は鳩になるV6b，

VIBld，　e，9，2（2晩）VII7。『美女と野

獣』に欠落していることが特徴のV遍歴エピソ

ードがあり，W再会においてもサブタイプBの

特徴がみられる。

　獣のテーマ　r美女と野獣』の物語が遠いギ

リシヤの昔から人々の関心をとらえてきたのは，

この物語のもつ象徴が時やところを隔てても変

わらぬ人間性に深く根ざしているためであろう。

長い年月の間，人々に愛され育てられて語り継

がれてきた，数多くの昔話に共通するモチーフ

を拾って行くと，いくつかのテーマが研究課題

として浮かび上ってくる。それらのテーマを考

察することにより，国や民族による特色がわか

ってくるし，文芸化された各作品の特徴や作家

による力点のおき方や解釈の違いも明らかにな

るのではないかと思う。共通のテーマとしては，

父親，バラ，獣，獣の出現する場所，獣の住む

宮殿，末娘，遍歴や難題解決（その欠落も含め

て）等がある。ここでは「獣」のテーマを中心

に考えてみよう。

　フランスの昔話に登場する異類聲は，『美女

と野獣』に限ってみると，皿6「野獣」又は

「怪物」のモチーフが圧倒的に多い。その外観

は説明されないのが普通であるか．ら，野獣

（Bete）という語によって人々がどのようなイメ

ージを思い浮かべるのかは想像するしかないが，

版を重ねたボe－一・モン夫人の作品に附された挿絵

が一一つの手がかりになるであろう。いま手許に

ある，大部分が19世紀の画家による，20枚ほど

の挿絵を比べてみると，大体2通りに分けられ

る。1）服を着ていない獣と，2）顔や手足は

獣だが人間と同じような服を着たものであり，

後者の代表はクレインの描いた，猪に似た頭を

持ち，貴族風の衣裳をつけ，モノクルまでした

獣である。『千一夜物語』の挿絵で知られるデ

ュラックの描いているのは狼男で，服装はター

バンを巻いたオリエント風である。4つ足は少

く，裸の獣も多く2本足で立っている。頭はコ

クトーが映像化した獅子に似たものや，馬，猪，

猿，狼などに似ているのが多い。獣は想像上の

産物なのだから，実在の動物と一致しない方が

よいわけで，古来人間が考え出してきた一角獣
　　　ケンタウロス　　　ル－ガル－
とか，半人半馬とか人狼とかの仲間の一つであ

り，現代ではさしづめキングコングに当るよう

な存在なのである。獣の中で最も象徴的なのは

『プシケ』の場合で，結婚した後も夫の姿は見

えず，「婿として人間の胤から出た者をでなく，

荒く猛しく腹のように悪い男を待ち設けるがよ
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い」という神の託宜による怖れが存在し，姉達

の「お前の夫は大蛇だ」という暗示が存在する

のみである。

　獣のもつ意味を心理学や精神分析から説明し

ようとする試みが数多く見られるが，最近のも

のに，ベッテルハイムのr妖精物語の精神分

析』24）がある。彼の説を参照にしながら，以下

精神分析の見方による解釈に簡単に触れてみよ

う。父親が野獣のバラをとる行為が事の発端と

なる運命的な事件であるだけに，そこに象徴的

意味を読みとろうとする解釈が多い。その一・例

は，野獣にとって世の中で何より大事なバラは

即ち男らしさの象徴だとする解釈であり，バラ

をとられた時，宮殿の主人（即ち父）として侵

入者に対していた立場が逆転し，相手の娘に結

婚を申し込む聾（息子）の立場になる，という

ものである25）。しかしながら，一般に花を折る

行為は，それが花の代表のバラである場合は尚

のこと，少女期の終りを予知させるという受け

とり方が普通であろう。バラは父親に負担をか

けまいとする娘の愛情から出た頼みであり，父

親も娘への愛からバラを盗むのであり，その行

為の底には2人の愛情があるのだが，行為その

ものは野蛮な，獣的な行為なのである。フラン

スのクルーズに伝わる話では，「バラを切る時，

血が流れました」という個所がある。娘が獣の

ところに赴くのは父親への服従と愛からであり，

父親は娘と獣を引き合わせる役割を果す。どの

話も重要なのは父親であって，母親の存在は稀

薄である。子供は無意識に「性」とか「恋愛」

の持つ危険なコノテーションを感じとり，それ

をタブーとして受けとっており，成長しても性

はおそろしいものではないという真理と簡単に

は和解できない。それ故夢やファンタジーの中

では性が怪物に象徴されるのである。どうして

も結婚したがらぬ娘を持って，非常に不幸な父

親がいた，という書き出しで始まる『ピント・ス

マルト』は，だからこの裏返しであり，性＝怪

物のおそろしさを拒否するベヅタ（ヒロイン）

は，女の子の大好きなアーモンドと砂糖をこね，

宝石で目鼻をつけ，金糸で髪をつけて自分の手

で夢のような美青年を作り上げてしまうのであ，

る。

　典型的な美女と野獣諌においては前述の通り，

行方知れずの夫を求めてヒロインが遍歴し試練

を受けるモチーフがなく，話の短いのが特徴で

ある。困難な試練を経て愛を確める経過がない

のだから，獣の愛を受け入れるまでの心理的葛

藤がクライマックスになるわけだが，昔話には

勿論主人公の心理描写などない。この点に関し

ては『巻き毛のリケ』は非常に示唆に富んでい

る。リケは怪物に近いほどおそろしく醜いが，

もともと人間であって真の変身は生じない。た
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
だ王女が願いをかけると忽ち彼女の眼に世界一
　　　　　　　　　　
の美青年と映るのである。「人の愛するものす

べて美わし」というモラリテをペローは附して

いる。

　「どんな子供も一度は夢みるような，たちど

ころに願いのかなう宮殿の生活を提供する，優

しい保護者（父親）的存在である間は，野獣は

その姿を保っていなくてはならない。何一つ不

自由ない暮しにありながら，空しさが心を占め

て行き，ヒnインは獣の訪問を待ち遠しく思う。

実の父に代わる保護者としての獣の立場が少し

ずつ変化して行くのである。ヒロインがオデイ

プスコンプレックスから順調に脱却して，自分

の年令にふさわしい異性として相手を意識し始

める時，獣のおそろしい外観はのり越えること

が可能となる。その時性は忌わしいものではな

く美しいものとして体験される。性は初め動物

的外観の下に姿を現わすが，男と女の愛はあら

ゆる感情の中で最も美しく，永遠の幸福を約束

する唯一のものであることをこの物語は教えて

くれる。子供にオディプスコンプレックスの本

質を理解させ，それを克服する希望を持たせる

ことのできるすぐれた愛の教育の物語である。」

というのが大体においてベッテルハイムの結論

ではないかと思う。r美女と野獣』の含まれる

．『アモールとプシケーの物語』は，言いかえれ

ば「愛とこころの物語」なのである。　　．
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　昔話にもとつく物語は，人間性の根源の問題

に触れる場合が多いので，深層心理学や精神分

析に光を当てられて解明される部分もたしかに

大きいといえる。しかし，ビュトールがいうよ

うに，　「昔話の象徴性は表現上の必然から生じ

るものであって，聴き手又は読み手にわかり易

い言葉を使うことと，性の領域に対する禁句と

いう配慮から，性的意味を持っていること自体

神秘の雲に覆われている」26）ことが多い。精神

分析による解釈はあくまで一つの解釈であって，

それがすべてでないことはいうまでもない。た

とえば，ヴェルコールの『海の沈黙』の中で，

占領軍のドイツ士官が宿舎のフランスの娘に向

ってDas　Tier　und　die　Shb’neを物語る場面

に私達は野獣に象徴されるナチスと，美しい国

フランスのイメージを重ね合わせるのであり，

そうした読み方も可能にするのが，昔話のもつ

象徴性だと思うのである。
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